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7

月
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月
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日
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補足

事項

等

必要な予備知識、受講対象者、使用テキストの有無など

製品のＰＲ等

その他・携帯品・特記事項

〔オンライン講習の有無〕 なし ✓ あり

開催会場情報

〔講習会場〕

〔所 在 地〕 (〒 - )

〔交通の便〕

〔電話番号〕 TEL 03 ( 3940 ) 〔緊急連絡〕 TEL 03 ( )

〔担当者名〕

〔開催期間〕 7 月 22 日（ 火 ）～ 8 月 29 日（ 金 ）までの 日

　　

〔募集定員〕 名

〔資 料 代〕 ✓ 有料 (\ ）

〔宿泊施設〕 斡旋あり

〔そ の 他〕

講習会実施要項

8909

無料

オンデマンド講習

8909 3940

ＰＣ
タブレット

スマートフォ
ン

のいずれか1
つ

予備知識は必要ありません。
何方でも受講可能です。
講義は、第三級陸上特殊無線技士の教科書と、電子教材（eラーニング）を使用します。

・国家試験を受けずに「第三級陸上特殊無線技士（三陸特）」の資格取得可能
・いつでもどこででも学習可能（インターネット環境があれば、ＰＣ、タブレット、スマートフォンにて受講可能）
・わかりやすい教材（イラストを多用しイメージしやすい教材、当会が作成した総務省告示の教科書を使用）
・ていねいなサポート（有識者職員による丁寧なサポート）
・修了試験合格率100％（令和7年1月末現在）　　　　　　　【裏面もご覧ください】

一般財団法人　情報通信振興会

受講者のご都合の
良い時間の受験
（90分以下）
7月28日～8月29日

eラーニング上での判定試験に合格の後、ＣＢＴテストセンターにて「修了試験」受験
※8月29日までに受験していただきます。
※ＣＢＴテストセンター*1は日本全国300か所以上ございます。
　各自にてご都合の良い日、場所を選んで受験予約をしていただきます。
※修了試験の追試験は1回まで可能です。（追試験代：4,400円）

期間内に修了試験合格された方に後日修了書を授与*2

インターネット環境があれば、ＰＣ、タブレット、スマートフォン（動作確認環境は以下）にて受講可能です。
※オンライン同時受講ではなく、各自都合の良い時間に受講
動作確認環境　ＰＣ：Windows11・・Google Chrome バージョン124 / Microsoft Edge バージョン124
　　　　　　　　　　MacOS14・・Safari バージョン17.4.1 / Google Chrome バージョン124
　　　　　　　タブレット：Android14・・Google Chrome バージョン121、　iPadOS17.2・・Safari バージョン17.2
              スマートフォン：Android14・・Google Chrome バージョン124、　iOS17.4.1・・Safari 場ジョン17.4.1
 

*1：ＣＢＴ及びＣＢＴテストセンターとは？
　　ＣＢＴとは「Computet Based Testing」の略称で、コンピュータを使った試験方式のこ
とで、そのＣＢＴ試験が行える試験会場をＣＢＴテストセンターといいます。会場に据付の
コンピュータを使って解答をおこないます。全国のＣＢＴテストセンターは以下で確認でき
ます。　https://cbt-s.com/examinee/testcenter/?type=cbt

*2：全工協会の修了証書は、夏季講習会開催期間内(7/22～8/29)迄に合格された受講者のみ
授与されます。修了証書は全工協会から受講者の所属校校長宛へ郵送します。

 

追試験時4,400円必要。修了試験合格後、上記料金以外に免許申請費用として1,750円必要。

斡旋なし

15,000

会場担当： 緊急連絡担当：松岡　泰 松岡　泰

使用機器

・2つの科目(法規(8章)、無線工学(7章)）をeラーニングにて受講
  法規：電波法の目的、無線局免許、無線設備、無線従事者、運用、業務書類、監督、
　　　　罰則等
　無線工学：電波の性質、無線通信装置、通信方式と多元接続方式、空中線系、電波
　　　　　　伝搬、電源、点検及び保守
　受講時間：法規　4時間以上、無線工学　2時間30分以上
・受講終了後、判定試験を受験(eラーニングにてご都合の良い時間に何度でも受験可)

第三級陸上特殊無線技士eラーニング養成課程

講習の概要

時　間

受講者のご都合の
良い時間の受講（7
時間以上）
7月22日～8月4日

講習会番号・講習会名

内　容



講習の概要(追加の記述シート)

無線に関する国家資格の第三級陸上特殊無線技士(以下　三陸特）を取得しますと多様な公共・民間サービス（警察・消
防・防災・鉄道・タクシー等）での活躍の場が広がります。さらに新たな無線利用（ドローン、ローカル5G等）でも必要
な資格です。
最近特に人気のドローンを業務用として使用する場合は、操縦資格以外に三陸特以上の無線資格が必要となります。
年間約1万9千人が取得している三陸特を、国家試験を受けずにeラーニング養成課程を受講して、修了試験（ＣＢＴ）に合
格しますと資格を取得することが出来ます。
eラーニングでの受講ですので、各人都合の良い時間に受講可能です。
学校の生徒様における当該資格取得は就職活動への一助になると考えます。
当会及び当会の三陸特の特徴については以下をご覧ください。
　https://www.dsk.or.jp/3rkt/


